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○薩摩川内市甑ミュージアム条例  

令和４年１２月２３日  

条例第２７号  

（設置）  

第１条 甑島を中心とする自然史に関する資料の収集、保管及び展示、調査研究

並びに教育活動を通して、自然の生い立ちや郷土の豊かな自然環境に関する市

民の教養を育み、学術及び文化の発展に寄与するため、薩摩川内市甑ミュージ

アム（以下「ミュージアム」という。）を設置する。  

（名称及び位置）  

第２条 ミュージアムの名称及び位置は、次のとおりとする。  

名称  位置  

薩摩川内市甑ミュージアム  薩摩川内市鹿島町藺牟田１４５７番

地１０  

（事業）  

第３条 ミュージアムは、次に掲げる事業を行うものとする。  

（１） 甑島を中心とする自然史に関する資料（以下「資料」という。）を収

集し、保管し、及び展示すること。  

（２） 資料に係る電磁的記録を作成すること。  

（３） 資料に関する専門的、技術的な調査研究を行うこと。  

（４） 資料の利用に関し、必要な説明、助言、指導等を行うこと。  

（５） 自然科学に関する講演会、研究会等を開催すること。  

（６） 学校、図書館等の教育、学術又は文化に関する諸施設と協力し、その

活動を援助すること。  

（７） 前各号に掲げるもののほか、ミュージアムの設置の目的を達成するた

めに必要な事業  

（職員）  

第４条 ミュージアムに館長、学芸員その他必要な職員を置く。  

（開館時間等）  

第５条 ミュージアムの開館時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、

入館時間は午後４時３０分までとする。  

２ 市長は、ミュージアムの管理運営上必要があると認めるときは、前項の開館

時間又は入館時間を変更することができる。  

（休館日）  

第６条 ミュージアムの休館日は、毎週水曜日及び１２月２９日から翌年１月３
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日までの日とする。ただし、水曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）に規定する休日に当たるときは、その翌日以後の最初の同法に

規定する休日でない日とする。  

２ 市長は、ミュージアムの管理運営上必要があると認めるときは、前項の休館

日を変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。  

（入館許可）  

第７条 ミュージアムの資料を観覧するため、ミュージアムに入館しようとする

者は、入館許可を受けなければならない。  

（入館料）  

第８条 前条の許可を受けた者（以下「入館者」という。）は、別表第１に定め

る額の入館料を前納しなければならない。ただし、市長が特に必要があると認

めるときは、後納することができる。  

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、公益上特に必要があると認めるときは、

入館料を減額し、又は免除することができる。  

３ 既納の入館料は、還付しないものとする。  

（入館の制限）  

第９条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、ミュージアムへ

の入館を拒絶し、又は退館を命ずることができる。  

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱し、若しくは乱すおそれがあると認めら

れる者  

（２） 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となるおそれがある物品若しく

は動物（身体障害者補助犬を除く。）の類を携行する者  

（３） 感染性の疾病にかかっていると認められる者  

（４） 前３号に掲げるもののほか、ミュージアムの管理運営上支障があると

認められる者  

（入館許可の取消し）  

第１０条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館許可の取消し等

必要な措置を命ずることができる。  

（１） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。  

（２） 前条各号のいずれかに該当する理由が発生したとき。  

（３） 前２号に掲げるもののほか、ミュージアムの管理運営上又は公益上必

要があると認めたとき。  

（使用許可等）  

第１１条 ミュージアムの施設を使用しようとする者は、あらかじめ使用許可を
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受けなければならない。許可された事項を変更しようとするときも、また同様

とする。  

２ 市長は、使用許可をするに当たり、ミュージアムの管理運営上必要な条件を

付することができる。  

（使用の制限）  

第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条の規定

による許可をしない。  

（１） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。  

（２） 資料又は施設を損傷し、汚損し、又は滅失するおそれがあるとき。  

（３） 前２号に掲げるもののほか、ミュージアムの管理運営上又は公益上支

障があるとき。  

（目的外使用、権利譲渡等の禁止）  

第１３条 ミュージアムの使用許可を受けた者は、当該使用許可を受けた目的以

外の目的に使用し、又はその使用の権利を譲渡し、若しくは転貸してはならな

い。  

（使用料）  

第１４条 第１１条の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、別表第２

に定める使用料を前納しなければならない。ただし、規則で定めるものについ

ては、後納することができる。  

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、公益上特に必要があると認めるときは、

規則で定めるところにより、使用料を減額し、又は免除することができる。こ

の場合において、使用料の額に１０円未満の端数が生じたときは、これを切り

捨てるものとする。  

（使用料の不還付）  

第１５条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当す

るときは、規則で定めるところにより、その全部又は一部の額を還付すること

ができる。  

（１） 天災地変その他使用者の責めに帰することができない理由により、使

用できなくなったとき。  

（２） 使用者が、使用の前に使用許可の取消し又は変更を申し出た場合にお

いて、市長が相当の理由があると認めたとき。  

（使用許可の取消し等）  

第１６条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、使用許可を

取り消し、又は施設の使用の停止その他必要な措置を命ずることができる。  
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（１） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。  

（２） 使用許可の内容又は条件に違反したとき。  

（３） 使用者が偽りその他不正な手段により使用許可を受けたとき。  

（４） 第１２条各号のいずれかに該当する理由が発生したとき。  

（５） 前各号に掲げるもののほか、ミュージアムの管理運営上又は公益上必

要があると認めたとき。  

２ 第１０条又は前項に基づく処分によって、入館者又は使用者に損害が生じて

も、市はその責めを負わない。  

（特別の設備等）  

第１７条 使用者は、ミュージアムの施設の使用に当たって、特別の設備等を施

し、又は備付けの器具以外の器具を使用しようとするときは、あらかじめ市長

の許可を受けなければならない。  

２ 市長は、管理上必要があると認めるときは、使用者の負担において特別の設

備等を施させることができる。  

（原状回復の義務）  

第１８条 使用者は、その使用を終わったとき又は使用許可を取り消され、若し

くはその使用を停止されたときは、直ちに施設その他の物件を原状に復さなけ

ればならない。  

２ 使用者が前項に規定する義務を履行しないときは、市長においてこれを代行

し、その費用を使用者から徴収する。  

（立入検査及び指示）  

第１９条 使用者は、市長又はその指示を受けた者が、ミュージアムの管理運営

のために行う立入検査又は必要な指示に対しては、これを拒むことはできない。 

（損害賠償）  

第２０条 ミュージアムの施設、資料その他の物件を損傷し、汚損し、又は滅失

した者は、市長の指示するところに従い、これを原状に復し、又は市長が認定

する損害額を賠償しなければならない。  

（協議会の設置等）  

第２１条 ミュージアムの運営、展示活動、普及啓発活動等について協議するた

め、薩摩川内市甑ミュージアム運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。  

（委員の定数及び任期）  

第２２条 協議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、１０人以内とする。  

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の

任期は、前任者の残任期間とする。  
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３ 委員は、再任されることができる。  

（委任）  

第２３条 この条例に定めるもののほか、ミュージアムの管理及び協議会の運営

に関し必要な事項は、市長が別に定める。  

（罰則）  

第２４条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の過料に処する。  

（１） ミュージアムの施設、資料その他の物件を故意又は重大な過失により

損傷し、汚損し、又は滅失した者  

（２） 第７条又は第１１条に規定する許可を受けないでミュージアムに入館

し、又はミュージアムの施設を使用した者  

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、令和

７年１月１日から施行する。  

（準備行為）  

２ ミュージアムに入館し、又はミュージアムの施設を使用するために必要な手

続その他の準備行為は、この条例の施行の日前においても、この条例の規定の

例により行うことができる。  

（薩摩川内市議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例の一

部改正）  

３ 薩摩川内市議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例（平

成１６年薩摩川内市条例第７３号）の一部を次のように改正する。  

〔次のよう〕略  

別表第１（第８条関係）  

１ 市民  

区分  入館料  

個人  団体  

（１５人以

上）  

年間入館券  

常設展

示  

大人  １人１回につ

き ２５０円  

１人１回につ

き ２００円  

１人１年間につ

き ５００円  

学生  １人１回につ

き １５０円  

１人１回につ

き １２０円  

１人１年間につ

き ３００円  
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小・中学生（義務教育学校

に就学している者を含

む。）  

無料  

特別展

示  

市長がその都度定める区

分  

市長がその都度定める金額  

２ 市民以外  

区分  入館料  

個人  団体  

（１５人以

上）  

年間入館券  

常設展

示  

大人  １人１回につ

き ５００円  

１人１回につ

き ４００円  

１人１年間につ

き １，０００円

学生  １人１回につ

き ３００円  

１人１回につ

き ２４０円  

１人１年間につ

き ６００円  

小・中学生（義務教育学校

に就学している者を含

む。）  

１人１回につ

き ２５０円  

１人１回につ

き ２００円  

１人１年間につ

き ５００円  

特別展

示  

市長がその都度定める区

分  

市長がその都度定める金額  

備考  

１ 「市民」とは、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）に基づき、

本市が備える住民基本台帳に記録されている者をいう。  

２ 「学生」とは高等学校、高等専門学校、大学及びこれらに準ずる学校の

生徒及び学生をいう。  

３ 未就学児は、無料とする。  

別表第２（第１４条関係）  

区分  午前９時から午後５時まで（１時

間当たり）  

冷暖房料  

（１時間当たり）  

２階会議室  １４０円 １００円

２階企画展示室  ７０円 １００円

３階学習室  １４０円 １００円

３階多目的ホール  ２５０円 ２００円

 


